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　前回の新型コロナウイルス変異株の命名につい

て、WHO は 5 月 31 日、名前による偏見を取り除く

ため、今後ギリシャ文字にすると発表しました。　

　これにより、イギリス株「B.1.1.7」は「アルファ」、

南アフリカ株「B.1.351」は「ベータ」、ブラジル

の「P.1」は「ガンマ」、インド株「B.1.617.2」系

は「デルタ」と呼ばれることになりました。

　ワクチンについて （その１）

  新型コロナウイルス感染

症は典型的なパンデミック

ですが、人類がこれまでに

経験したパンデミックの中

で最も影響の大きかったも

のは天然痘です。

  天然痘は紀元前より死に至る疫病として恐れら

れていましたが、この天然痘を克服する手段となっ

たのがワクチンでした。

  天然痘に対するワクチンは、英国のエドワード・

ジェンナーによって 1798 年に発明されました。彼

は牛痘（ウシの天然痘）に接する機会の多かった

乳しぼりの女性が天然痘にかかりにくいことをヒ

ントに、牛痘の水泡を少年に接種（種痘）したの

です。

  結果として少年は天然痘を発病せず、その後 天

然痘にかかりませんでした。 人の天然痘も牛痘も

同じ仲間のワクシニアウイルスが原因であること

が分かっています。そして、この種痘がその後世

界的に広がってゆきましたが、現実的に天然痘が

世界から根絶されたのは 1980 年のことでした。

  種痘は生きたウイルスを使用していて生ワクチ

ンと呼ばれます。生ワクチンはその後、ウイルス

性および細菌性のワクチンとして使用されてきま

した。典型的なものは結核の予防のための BCG ワ

クチンがあります。

  小児麻痺を起こすポリオウイルスに対するポリ

オワクチンも弱毒化したウイルスを用いています。

　ポリオワクチンはアルバート・セービンが培養

細胞でウイルスを植え継ぐことで弱毒化したウイ

ルスを作成し、これを経口生ワクチンとして用い

ましたが、欠点もあったため、その後ジョナス・ソー

クがホルマリンで不活化したポリオウイルスをワ
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クチン材料として用い、不活化ワクチンと呼ばれ

ています。 

  では、こうしたワクチンはどうしてウイルスに

対して感染防御ができるのでしょうか。それはわ

れわれの体に備わっている免疫システムがあるか

らです。

　この免疫システムは自然免疫と獲得免疫に大別

されます。 ウイルスなどの外敵が侵入すると、ま

ず自然免疫が働きます。自然免疫では多種類の免

疫細胞と呼ばれる細胞が、外敵を殺傷する因子を

生産したり、外敵を細胞内に取り込んで消化した

りして対応します。

　しかし外敵の数が多くなりすぎると、これでは

防御ができなくなり、次の手段として獲得免疫と

いう方法でこれに対応します。獲得免疫は 2種類

の方法があります。まず、外敵の抗原を認識して

ウイルス感染細胞を破壊するＴ細胞という免疫細

胞により、持続的にウイルスの増殖を阻止すると

いう「細胞性免疫」です。

　もう一つは、Ｂ細胞がウイルスを抗原として特異

的な抗体を産生してウイルスを失活させるという

「抗体」産生の仕組みによるものです。どちらも長

期間維持されますので 一旦ウイルス感染した人は

ある期間内には再感染が起こりません。 

　ワクチンは感染性をなくしたウイルス（あるい

はその成分）を接種して、感染症を発症すること

なく、人の獲得免疫能を発動させるという巧妙な

方法なのです。新型コロナウイルスに対しては、

最新の科学技術を利用して、これまでのワクチン

の製造法にはなかった新しい発想のワクチンが短

期間のうちに開発されたのです。　（次号に続く）
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